
１．はじめに
化石研究会（以下化石研と略称）の５０周年記念総会

において，表題について講演する機会を与えられたこ

とを感謝する．しかし手持ちの文献・書籍をすべて関

係機関に寄贈した筆者が，表題で執筆することに困難

を感ずる．また筆者の専門が無脊椎動物であるため，

脊椎動物及び植物に関する記述が欠落していることを

お許し願いたい．

第二次世界大戦終了後に筆者が軍隊から復員して，

再び古生物学の研究を志して東京教育大学理学部地質

学鉱物学教室に戻ったのは，１９４６（昭和２１）年３月で

あった．当時の教室の藤本治義教授から最初に筆者に

課された作業は，戦争中に教室が空襲を避けて疎開し

たために混乱した標本収蔵タンスのなかの化石のラベ

ルを整理することであった．

保存された標本台帳と，化石に付された番号とを照

合してラベルを挿入する作業を約２年間続けたこと

で，化石分類学の大綱を改めて学ぶことが出来た．し

かし同時に筆者は，化石の記載分類学的手法に疑問を

抱くようになった．とくに標本の示す個体変異と化石

における“種の概念”が経験的であることが，かつて

数学を専攻した筆者には納得できなかった．

このような疑問を抱いたとき，化石研の設立準備の

ため井尻正二博士と交流する機会を得たことが，筆者

の古生物観や，古生物の研究手法を確立する契機と

なっている．

２．化石の微細構造の研究
化石の研究には，化石が示す形態の差同の比較や，

大きさの測定，文献の検索・参照等による記載分類学

の手法のみでなく，化石標本に保有される古生物の生

息時の発生・生理・生態等に関する情報を発掘するた

めの研究手法の開発が必要であることを認識した．こ

の認識は井尻博士との対話や，その著書「古生物学

論」（井尻，１９４９）のほか，Desmostylus の歯化石の研

究に歯学・物理学・化学の手法を用いた多くの研究

（井尻，１９３７，１９５３ほか）によって深められた．

井尻が化石の硬組織について解析手法の導入を思い

立ったのは，東京大学理学部地質学教室の学生時代

に，小林貞一教授が保有していたドイツの O.B.

Bφggild（１９３０）の論文に触発されたため，と筆者に

語っている．井尻は国立科学博物館に勤務する傍ら，

東京医科歯科大学の藤田恒太郎教授の研究室に通い，

電子顕微鏡による歯のエナメル小柱の構造を研究し，

Desmostylus の化石の歯牙組織の微細構造に関する一

連の研究論文を公表している（井尻，１９３７ほか）．井

尻が Desmostylus の歯を研究対象として選んだのは，

１）この化石が日本的であると同時に国際的であるこ

と，２）化石の保存が良いこと，３）進化上特別の位

置にあるため，と語っていた．

井尻は歯の発生と組織を検討するため，自宅でイヌ

を飼育し，「イヌの歯牙の移植実験」の結果を報告し

ている（井尻・菅沼，１９４２，１９４３）．歯牙組織やその

発生に関する井尻の一連の研究は，古生物学における

微細構造の研究の先駆的なものである．

また，藤原隆代と共著で長鼻類の歯に含まれる有機

物を分析し，石灰化に関与する機能の一部を解明した

（Ijiri and Fujiwara，１９５８，１９５９）．この論文は矢部

長克教授により，古生物学の新しい分野を開拓するも

のとして評価されたと聞いている．
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図１．H.K.Erben 教授．１９７４年７月生命の起源に関する国際会
議に出席のため来日した時の写真（右）．（筆者撮影）

３．箱根の硬組織研究集会
古生物についての硬組織研究を促進したのは，１９６６

（昭和４１）年９月８～１１日に神奈川県箱根で行われた

「歯の硬組織研究―歯の形成を中心として」という表

題のシンポジウムであった（荒谷ほか編，１９６９）．

この集会は井尻や荒谷真平（東京医科歯科大学・東

北大学）・田熊庄三郎（東京歯科大学）ほかが組織し

たもので，古生物学関係者は井尻のほかに筆者・藤原

隆代（資源科学研究所）・本庄 丕（北海道大学）・佐

藤敏彦（東京教育大学・信州大学）・秋山雅彦（東京

教育大学・北海道大学）・和田浩爾（国立真珠研究

所・三重大学）が参加した（以上所属は現役当時，以

下同じ）．生化学的研究�・組織化学的研究�・電子

顕微鏡的研究�・比較発生学的研究�・比較生物学的

研究―軟体動物�・比較生物学的研究―その他の種類

の古生物�・形成障害的研究�の７分野について２９件

の研究報告が行われた（括弧内の数字は報告件数を示

す）．軟体動物と古生物の分野では，電子顕微鏡・X

線を用いた報告や，軟体動物を含む無脊椎動物の硬組

織微細構造に関する報告と，総括的報告がみられる．

古生物の分野では，藤原が外国における X 線解析

による有機物化石の研究史を述べ，長鼻類の歯化石に

ついての研究結果を報告している．秋山は生物進化史

における硬組織に含まれる鉱物種の生成と機能にふれ

ながら，硬組織の鉱物種と有機物との関係を述べてい

る．本庄は炭酸塩岩が形成される際の生物的及び非生

物的環境について説いている．

井尻は総括報告のなかで，「生物学と古生物学が共

通の“言葉”を見出すためには，電子顕微鏡・生化

学・X 線によって，細胞や分子のレベルで化石を研究

することが必要である．（中略）そのために化石研の

研究者は結集して，諸外国と肩を並べる研究の第一線

をおしすすめている」と化石研の研究を評価してい

る．

４．東京教育大学における古生物学ゼミ
当時東京教育大学で筆者が担当していた古生物学の

ゼミナールでは，とくに化石の微細構造に関する情報

の収集と，学習に力を注いだ．

毎週金曜日の夜に行われたこのゼミには，東京教育

大学以外の研究者も参加し，微細構造の研究に必要な

実験器具の入手や，実験室の整備に関する相談も行わ

れた．このゼミでは Gregoire, C.（１９６２），Schafer, H.

（１９７０），Watabe,N. and Wilbur,K.M.（eds）（１９７４），

Simkiss, K. and Wilbur, K. M.（１９８９），Carter, J. G.

（ed）（１９９０）等の生体鉱物形成作用（Biomineralization）

の基本的文献の輪読も行われている．

その頃，アメリカのカーネギー研究所の P.H. Abelson

がデボン紀の魚類化石に残留するグリシン等，７種の

アミノ酸の検出を報告した論文（Abelson，１９５４，１９５５）

を参考に，秋山雅彦が化石に含まれる有機物の研究を

開始し，引き続き堀田 進（東京経済大学），田崎和

江（島根大学・金沢大学）らも化石の硬組織の生化学

的観点からの研究（古生化学）を進めた．

秋山は１９６８（昭和４３）年６月から翌年８月にかけ

て，アメリカのワシントン大学地球科学教室の W.D.

Johns 教授の研究室及びアリゾナ大学物理化学教室の

R. W. G.Wyckoff 教授の研究室に留学して，貝化石や

恐竜の卵殻化石に残留するアミノ酸の研究を行った．

その後１９７０年に筆者の研究室に東京教育大学研究生

として入室した東北大学理学部地質学古生物学教室出

身の佐俣哲郎（麻布大学）は，軟体動物の殻体に含ま

れるアミノ酸の研究を行い，１９７７（昭和５２）年１月か

ら１９７９年９月までドイツのボン大学の H.K.Erben 教

授（図１）や，G. Krampitz 教授の研究室に留学し

て，化石に含まれる有機物の研究を進め，学位

（PhD）を取得した．

そのほか，このゼミに参加していた佐藤敏彦（東京

教育大学・信州大学）はサンゴの殻体の微細構造を，

また小林巖雄（新潟大学）・真野勝友（筑波大学）・神

谷英利（京都大学）らは軟体動物化石の殻体の微細構

造を研究した．軟骨魚類の歯の化石を対象に後藤仁敏

（鶴見大学）が，魚類の耳石を対象に高橋正志（日本

歯科大学）が研究を行っている．

前述の箱根で行われた硬組織シンポジウムで知己を

得た須賀昭一・田熊庄三郎の両教授には，東京教育大

学大学院の古生物学専攻者を対象にした特別講義を依

頼した．この依頼の適否について地質学教室の教授の

なかで，地質学・古生物学教室として適切な講師であ

るかについて疑義が生じたが，「化石の硬組織の研究

は古生物学の主要な内容であり，現生の動物の歯の基
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図２．千葉県稲毛海岸でアナジャコの巣穴を観察中の古生態グ
ループ（第５回調査，１９５９年１２月２３日）．（筆者撮影）

図３．１９６０年化石研第１回例会の時，東京教育大学西館屋上で
撮った記念写真．後列右から３人目井尻正二氏，左から
４人目藤原隆代氏．（故桑野幸夫氏撮影）

図４．化石研究会第１回例会の際に行われた三浦半島巡検．
（故森島正夫氏撮影）

礎的な知識がきわめて重要である」ことを述べて，理

解を得ることが出来た．

５．古生態学の研究
地層中に発見される化石の古生態や古環境を復元す

るために，現生生物の生態や環境の調査も行われた．

千葉県浦安や稲毛海岸（図２）での東京湾の干潟に

生息する生物の生態や，神奈川県三浦半島の南端にあ

る城ヶ島，静岡県伊豆半島南部の海岸などで潮間帯に

棲む生物の生態を観察した（陶山・歌代，１９５５）．ま

た，海洋調査船に乗って海洋生物の採集や観察も行っ

ている．

とくに，潮間帯に生息する穿孔または掘進性の生物

が残す棲管に注目し，地層中に発見される生痕化石と

比較し，その古生態や古環境を復元する研究が行われ

た．東京湾の干潟で見られる甲殻類の棲管に石膏を流

し込んで形取り標本を採取し，古生物が地層中に残し

た棲管化石と比較した．歌代 勤（新潟大学）はこの

手法を用いて甲殻類の各種の棲管について，一連の研

究報告を行った（歌代，１９６５ほか）．

生痕化石全般については，１９９１（平成３）年５月か

ら在京の生痕化石に関心を持つ研究者が集まって，月

に１回地学団体研究会の事務所で‘生痕ゼミ’を開催

し，生痕に関する文献の輪読や各自の研究紹介を行っ

てきた．このゼミは今年の６月に通算２００回を超えて

いるが，その過程で全国的な「生痕研究会」が結成さ

れ，機関誌「Problematica」を発行している．また生

痕化石の知識普及のため，Bromley, R.G.（１９９０）の訳

書「生痕化石―生痕の生物学と化石の成因」（大森監

訳，１９９３）や，「地学ハンドブック（８）―生痕化石調査

法」（地団研生痕化石研究グループ，大森編，１９９３）

を執筆している．

生痕ゼミに参加している石田吉明はクモヒトデ

（Ophioroidea）の化石を研究し，分類や生態に関す

る多くの論文を公表している．そのため海洋調査船に

乗って採集した現生種を実験室内で飼育し，その生痕

の形態と形成過程，及び星型生痕化石を形成する生物

と，その生物が堆積物から脱出する行動を観察してい

る（石田，１９９９；Ishida et al .,２００４）．

６．化石研の創設によるインパクト
上述の研究を推進に当たっては，化石研の存在が大

変大きかったことは言うまでもない．化石研は１９５９

（昭和３４）年１１月４～５日に井尻正二・藤原隆代・青

木 滋（東京教育大学・東京都土木研）の呼びかけに

よって，東京都新宿区百人町にあった資源科学研究所

で設立総会が行われた．第１回の例会は翌年５月６～

８日に東京都文京区大塚の東京教育大学理学部で開か

れ（図３），例会の翌日には三浦半島城ヶ島で現生生

物の生態観察を行った（図４）．
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化石研設立の主目的は，１）古生態学，２）化石の

微細構造，３）古生物学的進化論の３課題の研究にあ

り，各課題推進の責任者にはそれぞれ，徳永重元（地

質調査所・パリノサーベイ㈱），藤原隆代，井尻正二

が選出された．研究を進めるために必要な研究情報の

収集・交換・討論会の開催を行い，会員は必ず上記の

いずれかのグループに所属することになっていた．

化石研の例会や総会に関して筆者の手許に残ってい

る資料は完全ではないが，１９６０（昭和３５）年に第１回

例会を開き，１９８３（昭和５８）年２月１２～１３日に第１回

総会（通算７２回例会）を開催している．化石研ニュー

ス第１号は１９８２（昭和５７）年５月２０日に第７０回の例会

案内として発行されている．その前の１９６３（昭和３８）

年３月に筆者が代表者となって行った文部省科学研究

費の総合研究「化石の微細構造の研究」の連絡誌「オ

ングストローム」（１９６４年３月発行，２４頁）は，次の

ような内容となっている．

巻頭言（大森昌衛），生物学と古生物学の協力（徳

田御稔，京都大学・生態学），硬組織の観察（田熊庄

三郎），総研に期待すること（和田浩爾），夢に見る化

石（井尻正二），Kado, K.（１９５３）による二枚貝の貝殻

構造の紹介（小林巖雄），Bφggild, O.B.（１９３０）による

軟体動物貝殻の基本構造，及び Schenck, H.G.（１９３４）

による二枚貝の貝殻構造の紹介（小林巖雄），炭酸塩

鉱物の染色による識別法（磯貝文男），化石の中のア

ミノ酸分析表（秋山雅彦），化石介殻中の無機成分の

変 化（太 田 直 一，東 京 都 立 大 学），Grégoire, C .

（１９６２）の論文紹介（和田浩爾），Watabe, N.（１９６３）

の論文紹介（和田浩爾）等．

なお，筆者が代表となって実施した文部省科学研究

費による総合研究は，１９６３（昭和３８）年から２期継続

して行われ，上記の連絡誌を見ると，参加者が１７名と

なっており，専門分野の幅の広さが伺われる．総合研

究の連絡誌はその後「ミクロ」と改称され，２・３号

が発行された．その後に秋山雅彦が代表者となって総

合研究を実施している．この総合研究の連絡誌が発展

して化石研の学術雑誌である「化石研究会会誌」と

なった．化石研究会会誌は２００９年２月に４１巻２号を発

行し，「足跡化石の最前線―成果・研究の方法・課

題」を特輯している．

化石研ニュースは現在１０６号（２００９年１０月）を発行

しているが，５０号（１９９４年９月）は第１０２回例会（日

本大学松戸歯学部）を，１００号（２００７年１０月発行）は

第１２８回例会（早稲田大学国際教養学部）の案内であ

り，「日本の恐竜学最前線」に関する４題の講演の案

内を掲載している．

また，化石研創設期には会員による「群馬県中之条

産魚類化石の団体研究」を行い，その後も「クジラに

関する団体研究」（１９８０～）や「象団研（のちに長鼻

類団研）」（１９８６～）等も行われている．

化石研創立早期の１９６０（昭和３５）年から１９７０（昭和

４５年７月）にかけて，日本学術会議に付置されていた

古生物学研究連絡委員会が「大学付置の共同利用によ

る古生物学研究所―海洋調査船付き」を設立するた

め，浅野 清（東北大学教授）を委員長とする委員会

を設置して研究所の構成や運営方針の検討を行った．

この委員会には，化石研会員の井尻正二と筆者が参加

して化石研の意向の反映に努め，研究所の構成に系統

発生・古生物化学・生鉱物学・超微古生物学・形態発

生・古生態・古生物地理・古生物学応用・客員研究の

９研究部門のほか，古生物地球化学測定装置と海洋調

査船付置を計画した．審議の経過と内容については

「日本の地質学」（日本地質学会編，５９７～５９９頁，

１９６８）に紹介されているが，残念ながらこの研究所は

実現に至らなかった．

７．硬組織に関する国際研究集会
アメリカ科学振興協会（AAAS）による国際シン

ポジウムでの討論会（Carriker et al .,１９６９）で小林巌

雄が貝殻構造について講演（Kobayashi，１９６９）した

のが，化石研会員による海外での微細構造に関する最

初の報告である．その後，１９７０年７月にドイツの

Mainz Academy で Bonn 大学の H.K.Erben 教 授 と，

アメリカのデューク（Duke）大学の K.M.Wilbur 教

授やサウス・カロライナ（South Carolina）大学の渡

部哲光教授らの主催による Biomineralization の国際

研究集会が開催された（大森，１９７１）．日本からは筆

者と和田浩爾，小林新二郎（北海道大学水産学部）が

招待された．筆者は小林巌雄・柴田松太郎と連名で

「タマキガイの殻体に見られる管状構造」について発

表 し た（Omori et al . , １９６２；Erben（ed），１９７２；

Omori et al .,１９７６）．

この集会が契機となって Biomineralization の国際

研究集会が継続して行われ，現在までに下記のように

１０回開催されているが，第７回迄の集会の内容につい

ては既に紹介している（大森，１９９６）．

第２回（１９７４年１０月１～４日）ア メ リ カ の South

Carolina 州の Georgetown で行われた集会では，１）

Concepts and Systems of Mineralization，２）Cellular

and Ultrastructural Aspects，３）Shell Formation の

３つのテーマで行われた（大森，１９７５，１９７９；Watabe

and Wilbur（eds），１９７４）

第３回（１９７７年１０月８～１１日）三重県賢島で次の６

つのテーマで行われた（Omori and Watabe（eds），

１９８０）．括弧内は報告件数を示す．

１）General Problems of Biomineralization（２）.
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２）Biomineralization in Ascidaria and Mollusca（４）.

３）ditto in Echinoidea, Decapods and Bryozoa（１４）.

４）ditto in Plants（２）.

５）ditto in Vertebrates（３）.

６）Diagenesis and Related Problems（７）.

この集会で H.A.Lowenstam が“Calcium regulation

and the appearance of carbonate skeleton in fossil

record”という表題で講演を行っている．

第４回（１９８２年６月）にオランダの海岸にある保養

地 Renesse で行われ（Westbroek and de Jong（eds），

１９８２），日本からは北野 康（名古屋大学，地球化

学）・中原 晧（城西歯科大学・明海大学）・小林巖雄

（新潟大学）・小沢幸重（日本大学松戸歯学部）が参

加した．

この集会のテーマは下記の通りであった．括弧内の

数字は講演数を示す．

１）Global cycling and Biomineralization（７）

２）Aspects of calcification（２７）

３）Biological Accumulation of Metal other than

Calcium（１６）

第５回（１９８６年５月１９～２３日）アメリカ・テキサス

州アーリントン（Crick（ed），１９８９）で行われ，筆者

のほか伊佐英信（琉球大学）・岡崎恵視（東京学芸大

学）・中原 晧が参加している．筆者は「原生代末期

の後生動物の硬組織形成をもたらした地球環境」につ

いて，伊佐は「サンゴの石灰化」について，岡崎は

「植物の石灰化」について，中原は「軟体動物の石灰

化」についてそれぞれ報告した．

第６回（１９９０年１０月８～１２日）神奈川県小田原での

集会は，１）Organic Matrix のテーマについて１２

件，２）Organic Mineralization のテーマで２５件の講

演が行われている．化石研の会員の小沢幸重（日本大

学松戸歯学部）・沢村 寛（足寄動物化石博物館）・三

島弘幸（高知学園短期大学）・笹川一郎（日本歯科大

学新潟歯学部）・後藤仁敏（鶴見大学歯学部）・高橋正

志（日本歯科大学新潟歯学部）らが講演している．

（Suga and Nakahara（eds），１９９１）．

第７回（１９９３年１１月１７～２０日）モ ナ コ の 集 会 で

は，１０の分科会で１１７件の講演が行われ，日本からは

三島弘幸，寒河江登志朗（日本大学松戸歯学部），高

橋正志，和田浩爾，島本昌憲（東北大学理学部），小

林巖雄ほか数名が参加し，１８件の発表を行っている．

Proceedingsは４部に分けて出版されている（Allemand

and Cuif（eds），１９９４，１９９５a，b，１９９６）．

第８回（２００１年９月２５～２８日）の集会は新潟県黒川

村（現胎内市）で小林巌雄（新潟大学理学部），小沢

英浩（新潟大学歯学部）によって Biomineralization,

BIOM２００１として開催されている．参加者は海外から

４０名，国内９０余名で，１２０件の講演が行われている

（Kobayashi and Ozawa（eds），２００４）．

第９回（２００５年１２月６～９日）南米チリのチリ大学

の獣医科学部が主催し，チリ南部のプーコン（Pucon）

で開催され，日本からは化石研会員の小林巌雄，神谷

英利，三島弘幸，高橋正志，筧 光夫のほか，東京大

学農学部，北海道大学歯学部，東京工業大学などから

１１名が参加している（Arias and Fernandez（eds），

２００７）．会 議 の 表 題 は “ Biomineralization , from

Paleontology to Material Sciences”と な っ て お り，

材料科学の研究報告が多かった．

第１０回（２００８年８月３１日～９月４日）中国江蘇省連

雲港市で行なわれた．北京の清華大学物質科学系の崔

福齋教授（Fuzhai Cui）の主催によるもので，日本か

らは小林巌雄，笹川一郎，高橋正志ほか８名が参加し

た．研究発表の内容は次の通りである．括弧内の数字

は 発 表 件 数．Plenary lecture（４），Initial stage and

evolution of biomineralization（４），Physiological and

biochemical control in biomineralization（３），Bone,

dentin, calculus and eggshell biomineralization（９），

Microbial biomineralization and bio-ore formation

（５），Biomaterials related to biomineralization（１３），

Nano-biominerals , nano-dissolution（３），Biominerals

（８），Relationship between matrix and minerals（７），

Biomineralization in the level of cell and gene（４），

Poster session（７０）．

Proceedings は上記の報告をまとめて掲載した出版

物ではなく，雑誌 Frontiers of Materials Science in

China, Vol．３，No．２，２００９と Biomedical Material 誌

に分けて掲載されている（Cui and Bai，２００９；笹川

ほか，２００９）．

第１１回は２０１１年にオーストラリアのクイーンズラン

ドでの開催が予定されている．半世紀にわたり継続さ

れてきたこの国際研究集会は２１世紀へと引き継がれた

と言うことが出来る．

また，大森ほかの発案により開始された東アジア地

域を中心とした“Biominerals and hard tissues”に関す

る研究集会（Asian Symposium on Biomineralization :

ASB）は，第１回が１９９８年に中国北京市の中国科学

院古脊椎動物古人類研究所において開催された

（Kobayashi and Dai（eds），２００３）．それ以降，第２

回は２００４年に北京市の清華大学において（主催者は清

華大学の F.Cui 教授），第３回は２００７年に廈門市にて

開催され（主催者は廈門大学の Q.Zhang 教授），第４

回は本年（２００９年）１１月に中国杭州市の浙江大学で開

かれた（主催者は浙江大学の R. Tang 教授）．この集

会で，第５回は２０１２年に同じく中国合肥市で開催され

ることが決定した．
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このほか国内でも，１９８７年６月１５日に東京大学海洋

研究所でのシンポジウム（大森ほか編，１９８８），１９９２

年８月２４日～９月３日の万国地質学会（京都国際会議

場）でのシンポジウ ム（Kobayashi et al．（eds），

１９９３），１９９４年１２月２～４日に三重大学生物資源学部

で渡部哲光教授を招待しておこなわれたシンポジウム

（和田・小林，１９９６）など硬組織に関する研究集会が

開催され，それぞれ成果が出版されている．

８．結び
井尻正二博士によって始められた“日本の化石の微

細構造に関する研究”が，化石研会員を中心に国際的

規模で発展したことは誠に喜ばしいことである．化石

研が創設５０周年を迎えた機会に，近い将来再び日本で

「Biomineralization に関する国際研究集会」を開催

することを期待したい．

Biomineralization の解明には，細胞レベルや分子

レベルでの研究が必要であり，将来細胞古生物学

（Cellular Paleontology）または分子 古 生 物 学

（Molecular Paleontology）の構築に寄与するもので

ある．

謝辞
筆者らがドイツで開かれた第１回の国際会議に招待

されたのは，アメリカの渡部哲光教授（図５）が H.

K. Erben 教授に推薦されたためと伺っている．渡部

教授は東北大学理学部岩石鉱物鉱床学教室で大森啓一

教授の指導のもとに生体鉱物を研究し（Watabe，

１９６３），その後アメリカのデューク大学の K.M.Wilbur

教 授 の 研 究 室 に 留 学 し た．Wilbur 教 授 と 共 に

Biomineralization の国際研究集会を始め，終始この

集会の継続実現に努めてきた．さらにサウス・カロラ

イナ（South Carolina）大学の生物学・海洋科学の教

授，電子顕微鏡センター長として活躍された．その間

筆者を始め日本の生体鉱物研究者の育成や会議への参

加勧誘に努め（渡部，１９７７），真野勝友・三島弘幸・佐俣

哲郎３氏のアメリカ留学に際しても指導協力を行って

いる．いわば日本における Biomineralization 研究推

進の陰の功労者でもある．渡部教授がアメリカの大学

を１９９４年に定年退職されたことを記念して，前述のよ

うに同年１２月２～４日に三重大学生物資源学部で和田

浩爾・小林巌雄両氏が主催して，Biomineralization

の研究集会を開催させていただいた（和田・小林，

１９９６）．この機会に改めて渡部教授に対して深甚の謝

意を表したい．

本稿執筆に際して，小林巌雄・笹川一郎・三島弘

幸・小寺春人・小沢幸重・真野勝友の諸氏から国際研

究集会に関する資料の提供を受けたことに感謝する．

また，生痕ゼミの諸氏からもいろいろと協力を得た．

小林巌雄，神谷英利，笹川一郎，石田吉明の４氏には

原稿の通読・補足を煩わしたことに深謝する．
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